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本
書
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
遺
稿
集
・
第
一
巻
の

全
訳
で
あ
る
。
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
は
、
本
国
ド
イ
ツ
で
は
、
長
年
忘
れ

去
ら
れ
て
い
た
哲
学
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
亡
命
先
と
な
っ

た
ア
メ
リ
カ
で
研
究
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
一
九
九
○
年
代
か
ら
は
、

祖
国
で
著
作
集
と
遺
稿
集
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
、
昨
今
は
欧
州
で
の

再
評
価
も
進
み
つ
つ
あ
る
。
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
訳
者
解

説
で
的
確
に
概
観
さ
れ
て
い
る
。

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
主
署
『
象
徴
形
式
の
哲
学
』
は
、
全
三
巻
で
完

結
し
て
い
る
が
、
続
編
が
構
想
さ
れ
て
い
た
。
本
書
に
は
、
そ
の
続

編
の
た
め
に
、
一
九
二
○
年
代
お
よ
び
四
○
年
代
初
頭
に
書
か
れ
だ
、

四
つ
の
草
稿
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
は
、
当
初
、
『
象

徴
形
式
の
哲
学
』
第
三
巻
の
最
終
章
と
し
て
「
現
代
哲
学
批
判
」
を

用
意
し
て
い
た
が
、
分
量
の
多
さ
か
ら
そ
の
収
録
を
断
念
し
た
。
ハ

イ
デ
ガ
ー
や
ベ
ル
ク
ソ
ン
ら
に
対
す
る
具
体
的
な
批
判
を
含
む
こ
の

最
終
章
は
、
独
立
し
た
続
編
と
し
て
の
刊
行
を
予
告
さ
れ
た
も
の
の
、

つ
い
に
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
続
編
の
草
稿
は
そ
の
後
も
書
き
継
が

【
図
書
紹
介
】

『
象
徴
形
式
の
形
而
上
学
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
遺
稿
集

第
一
巻
』

エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
箸
笠
原
賢
介
、
森
淑
仁
訳
法
政
大
学
出
版
局

二
○
一
○
年

庄
子
綾

れ
、
亡
命
生
活
の
中
で
も
、
主
署
の
第
四
巻
と
し
て
再
考
さ
れ
た
が
、

や
は
り
未
完
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
四

つ
の
草
稿
は
、
内
容
も
執
筆
時
期
も
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
一
連

の
流
れ
に
関
係
す
る
極
め
て
豊
富
な
内
容
に
渡
る
も
の
で
、
完
成
し

な
か
っ
た
第
四
巻
の
姿
を
暗
示
し
て
い
る
。
本
書
を
読
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
主
著
『
象
徴
形
式
の
哲
学
』
な
ら
び
に
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
哲
学

の
広
さ
と
深
さ
、
多
様
性
を
確
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
は
、
文
化
・
言
語
・
神
話
・
科
学
・
芸
術
・

歴
史
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
活
動
を
射
程
に
収
め
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
全
体
を
捉
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
欧
米
の
研
究
者
も
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
包
括
的
な
研
究
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

遺
稿
集
も
、
全
二
十
巻
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
に
、
あ
と
十
数
年
は
要

す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
哲

学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
本
書
を
日
本
語
で
読
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
意
義
は
、
非
常
に
大
き
い
。
本
書
の
刊
行

を
機
に
、
日
本
国
内
の
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
研
究
が
活
発
と
な
る
こ
と
を

願
い
た
い
。
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